
クラウド時代の機関リポジトリ

信州大学附属図書館
情報システム担当 遠藤豪



ＣＳＩ委託事業 活動状況

H23/2月 WEKO講習会開催
→ＮＩＩ開発のクラウド用WEKOを共同リポジトリ
で最初に採用。（完成後運用予定）

H22/9月 キックオフミーティング
→システム概要説明、メーリングリスト整備
合議制で運用。(参加を促す)
『信州共同ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ』名称、運営要綱を決定。
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クラウド用 利用のメリット

・ 構築の費用、労力、技術力、専門知識が不要

→小規模校が新規参入しやすい
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トップページ例

人口知能学会
情報処理学会
総合研究大学院大学

各校独自のトップページ
自由にカスタマイズ可能
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•主な質問事項

予算、必要システム、

メリット(学内合意) 負荷

・県内12校/18校が参加。

参加状況

クラウド用ＷＥＫＯの志向は正しい
→ 上記の懸念全てに対応可能。
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方向性： 独自性を強める

多様なコンテンツを収集・登録

→ 信州共同リポジトリの目指すべき方向性

“独自性の創出”
・ Ｎｏ.1よりOnly.1 （信大理念）
・ 弱者の兵法
・ 長野県にある面白いコンテンツで勝負

独自性を
アピール
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信州共同リポジトリのコンテンツ

教育・観光学(15論文)

環境/社会科学(1,000論文)

看護学(50論文)

歯学系学会誌(275論文)

心理学・神学・文化(21論文)
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H23登録予定コンテンツ
合計 209冊 1,361論文
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http://www.seisen-jc.jp/index.php


課題と展望

課題
・ 普及・サポート活動

→   参加校拡大、コンテンツ充実、連携強化
→ 全体ミーティング・講習会の開催

展望
・ 県内機関相互の図書館ネットワークを構築
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ご静聴ありがとうございました

Photo T.Wakabayashi


